
死亡牛のBSE（牛海綿状脳症）検査体制について①

【発生状況】
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世界のＢＳＥ発生件数の推移

3(1)
2(1)

4(1)
5(1)

7(7)

10(8)

3(3)

1(1)
1(1)

3,025 

46,088 

36,808 
11,349 8,275 

2,000 

0

20000

40000

60000

0

5

10

15

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

国内のBSE発生件数と道内の死亡牛BSE検査頭数の推移

国内の発生件数 うち北海道( ) 道内の死亡牛検査頭数

計36頭発生
H22以降発生なし

WOAHによりBSEの安全格付け
(BSEステータス)の最上位「無視
できるBSEリスク」に認定

WOAHによる
BSEサーベイラ
ンス対象の変更

• 北海道における死亡牛のＢＳＥ検査については、ＢＳＥ対策特別措置法に基づき実施。

• 令和５年、国際獣疫事務局（WOAH)は、世界的に定型BSEの発生が大きく減少していること
から、今後は万が一再度発生が増加した際の早期摘発を目的としてBSE監視基準を変更

• 農林水産省は、令和６年４月から獣医師が必要と判断した死亡牛のみ検査を実施することに
変更。

令和７年 ２月 ３日
農政部畜産振興課【背景】
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死亡牛のBSE（牛海綿状脳症）検査体制について②

○ BSE検査室は、平成16年に専用の施設として道内７か所に設置

○ 死亡牛を搬入、延髄の採材、検査結果が判明するまで死体の保管を行う

【現在の検査体制】

（１）検査基準の変更経過等

（２）道内の検査体制

BSEに関する特定家畜伝染病防疫指針 基本方針
（平成27年４月1日農林水産大臣公表、令和6年４月1日一部変更）

 飼料規制等の対策の徹底によりBSEの国内発生がない中で、弧発性の疾病である
非定型BSEについて、引き続き発生動向を監視する必要

 我が国のBSE対策の国際的な評価を維持するため、一定レベルのBSE監視のための検査
を継続する必要

年度 関係事項 検査対象 検査頭数/年

平成13年 国内でBSEが初発生

平成15年 家畜保健衛生所で検査を開始 15疾病罹患牛 約 3,000頭

平成16年 全道7か所のBSE検査室で検査を開始 24か月齢以上全死亡牛 約 46,000頭

平成27年 検査対象牛の見直し 48か月齢以上全死亡牛 約 37,000頭

平成31年 検査対象牛の見直し 96か月齢以上全死亡牛 約 １1,500頭

令和 ６ 年 検査対象牛の見直し 起立不能や神経症状を呈した牛等 ２,000頭見込み



死亡牛のBSE（牛海綿状脳症）検査体制について③

【検査実績】

検査室 所在地 集荷エリア
牛の飼養頭数
(万頭)

R6月平均検査
頭数(4～９月)

渡島 森町 （化製場併設） 渡島、檜山 ２.６ 3.5

空知 南幌町 （化製場併設） 石狩、後志、空知、上川中部、留萌南部、胆振 ５.６ 9.3

留萌 天塩町 （単独） 上川北部、留萌北部、宗谷 8.2 １７.7

網走 湧別町 （化製場併設） オホーツク 13.4 21.0

十勝東部 中札内村（化製場併設） 十勝
27.9

４9.0

十勝西部 新得町 （化製場併設） 上川中南部、十勝、日高の一部、釧路の一部 ２4.7

根室 中標津町（単独） 胆振の一部、日高、釧路、根室 34.0 62.3

【今後に向けた検討】

○ 検査頭数に応じたBSE検査室の再編

○ BSE検査室と家畜保健衛生所による検査対象死亡牛の搬入、採材

【検査室再編による影響と課題】

○ 運搬ルートの変更
 化製業者・運搬業者等の関係者との調整が必要

○ BSE施策の有効性確保に対する理解醸成
 検査体制を変更しても、国の基準に基づくBSE検査体制は維持されることを周知

関係者の十分な理解を得た上で、検査体制の見直しの方針決定について丁寧に進めていく
【今後の対応方針】
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